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参観日 給食試食会 150周年記念 PTA講演会 … 子どもも大人も学びの１日  

９月１日は、参観日でした。各担任の授業の他、音楽専科の授業を見ていただいた学年もありま

した。二学期始まって間もない時期でしたが、友達と一緒に、集中して学習に向かう姿を見ていた

だくことができました。また、給食試食会も４年ぶりに開催することができました。１５名の保護

者の皆様に、試食しながら栄養士の説明を聞いたり、子ども達の給食の様子を見たりして、本校の

給食について理解を深めていただきました。参加された方が、食べながら近くの方と自然に感想を

口にされる姿もあり、場や体験を共有する良さを改めて感じました。学級代表委員会の皆様には、

丁寧な計画立案と運営をしていただき、感謝申し上げます。 

ＰＴＡ講演会は、150 周年記念行事の一つとして、信州大学教授の 結城 匡啓（ゆうき まさひ

ろ）先生をお招きしてお話をうかがいました。今回は、広報など

で呼びかけたところ、金沢地区内や茅野市内から、一般の方の参

加がありました。 

第１部では、児童に向けて、小平奈緒さんの子どもの頃のエピ

ソードやオリンピックでの出来事などを、貴重な映像を交えて紹

介しながら、「ライバルは敵ではなく、同じ気持ちを持った仲間。

友達を大事にしていこう」、「最後までやりぬこう」とメッセージ

を贈ってくださいました。 

第２部では大人に向けて、18年間という長い間、小平選手とと

もに歩んだ経験から、子どもの自立や成長に通じるお話をしてく

ださいました。「主役は大人か子どもか、常に問い直す」、「負けて

も、また頑張れるようにする。周りの大人の一言で子どもが救わ

れる。負けたことが成長を促す経験になるようにする」、「相互リ

スペクトの大切さ」など、心に響く言葉がたくさんありました。 

先生の言葉のとおりに、子ども達に関わる大人として、「今、目の

前にいる子ども達は皆、潜在能力や可能性がある」と信じて、成

長を支えられる存在でありたいと思いました。 

 

金鶏グリーンデー 金沢の自然に親しみ、絆を深めました  

 ９月１６日には、金鶏グリーンデーを行いました。４年ぶりの

実施でしたので、かつての様子をよく知っている職員も少なく、

財産区やＰＴＡ役員の皆様と、一つ一つ確認し、準備を重ねての

実施でした。 

低学年は保護者の方と一緒に、金沢公園でネイチャーゲームを

楽しみました。諏訪教育会の環境委員会の先生方に講師としてき

ていただき、１年から３年までが１６班に分かれ、協力して、自

然の物と人工の物を見比べたり、指定された葉っぱを集めたり

と、様々なゲームやミッションをクリアしながら自然に親しむこ

とができました。 

金 鶏 

充実の９月、たくさんの行事ができた 1ヶ月でした 

子どもたちに向けて 

 

大人の部では涙ぐみながら聞く方も。 

 



高学年は、森林官の村田さんによる森林学習のあと、山

に入り、木の伐採作業をしました。 

まず、６年生の発案による「１５０周年プロジェクト 

木のモニュメントづくり」に使う大木の伐採を行いました。

６年生が一人ずつのこぎりを入れたあと、財産区の方がチ

ェーンソーで切り倒してくださいました。 

次に、縦割り班ごとの伐採作業です。２班に一人ずつ財

産区の委員さんがついてくださり、安全に配慮しながら代

わる代わる木にのこぎりを入れました。木の太さや堅さの

違いから、班によって切り倒すまでの時間に差はありまし

たが、どの班も協力して、最後まで諦めることなく木に挑みました。そして、木が倒れると、自然

に大きな歓声と拍手があがりました。切り倒した後は斜面に横たわる木に群がり、あっという間に

枝を払い、幹を短く切り分けていくたくましさもありました。 

金鶏グリーンデーは、財産区や保護者の方々の支えがあるからこそできる、そして、金沢でしか

できない活動です。きっと、子どもたちの心に鮮やかな原体験として残ることでしょう。関わって

くださった全ての皆様に御礼を申し上げます。 

９月１日 防災の日  
１日の「防災の日」は、朝９時に「緊急地震速報」が

流れました。授業中でしたが、放送と同時に、全校が静

かに素早く机の下に身を隠すことができました。 

更に、２校時に火事の避難訓練を行いました。理科室

からの出火を想定し、校庭に避難しましたが、こちらも

静かに素早く避難でき、指導に来て下さった茅野消防署

の方も、「大変よくできていた」と講評で言ってくださ

いました。その後、消火訓練も行い、３人の職員が代表で消防署の方にご指導いただき、消火器を

扱うところを子どもたちもしっかり見て学んでいました。 

 

９月は、この他にも、たくさんの学年行事や校外学習がありました。 

３年生は７日の諏訪めぐりで諏訪の地形や特徴を実際に見て、触れて学んできました。２１日に

はスーパーマーケット見学に行きました。２年生は、２２日に、乗り物遠足に行きました。青柳駅

から列車に乗ったり、路線バスを利用したりしました。６年生は２６日・２７日と修学旅行に行き、

東京が政治や経済の中枢であることを体感してきました。そして、４年生は２９日に「おなか元気

教室」で消化や内臓の働きについて勉強しました。 

今年は、スーパーマーケットのバックヤード見学ができたように、どの見学場所でもコロナ禍前

と同様の受け入れをしてくださり、充実した学習ができました。子どもたちは、事前に自分達で十

分に調べ、当日は積極的に質問して一生懸命メモをとり、自分から学ぼうとしていました。 

 

お知らせ 
「図書館だより No.５」でお知らせしたとおり、この度、第１６回髙橋松之助記念

「朝の読書大賞」を受賞しました。毎朝の読書を子どもたちが楽しんでいることはも

ちろん、読み聞かせをしてくださる地域ボランティアや学級ＰＴＡの皆様、家庭読書

の日にお子さんと一緒に読書を楽しんでくださるご家庭の皆様がお力を添えてくださ

った賜物と思います。日頃のご支援とご協力に心から感謝申し上げます。 


